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第１章 事業概要 

 

（１）事業の現況 

① 給 水 

供用開始年月日 昭和３５年５月１日 

法適・非適の区分 法適用 

計画給水人口 ２５，０００人 

現在給水人口 ２０，３１５人 

有収水量密度 ０.５９千m3／ha 

※ 有収水量密度 ＝ 年間有収水量（2,297 千 m3）÷ 給水区域面積（3,876ha(38.76km2)） 

 

② 施 設 

  水源 受水 

配水池施設数 ６ 

施設能力 １４，３００㎥／日 

管路延長 ２５０．２９ｋｍ 

施設利用率 ５１．６％ 

※ 施設利用率 ＝ １日平均配水量 ÷ １日配水能力 × 100 

51.6% ＝ 7,384m3 ÷ 14,300m3 × 100（H30 実績） 

 

 ③ 料 金 

水道料金 ＝ 基本料金 ＋ 従量料金 ＋ 消費税 

実際は２か月単位での請求となっていますが、下表は１か月料金（税別）で表示しています。 

料金改定年月日 ： 平成 2５年１月１日 

口径 
基本料金（税別） 

超過料金 1 ㎥あたり（税別） 
基本水量 料金 

13mm 5 ㎥まで 1,600 円 
6 から 10㎥ 

100 円 

11 ㎥以上 

180 円 

20mm 10 ㎥まで 3,200 円 
11 から 20 ㎥ 

100 円 

21 ㎥以上 

180 円 

25mm 30 ㎥まで 6,600 円 220 円 

30mm 50 ㎥まで 12,000 円 240 円 

40mm 110 ㎥まで 29,600 円 280 円 

50mm 250 ㎥まで 72,000 円 300 円 

75mm 400 ㎥まで 115,200 円 300 円 

100mm 700 ㎥まで 201,600 円 300 円 

 

④ 組 織 

上下水道課 

 

令和元年度 

現在 

課長 １名 50 代 

   

上水道担当 ４名 40 代(2) 30 代(1) 20 代(1) 

内１名は下水道担当を兼務 

下水道担当 ３名 40 代(2) 30 代(0) 20 代(1) 

計 ８名  
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（２）これまでの主な経営健全化の取組 

民間活用の状況 施設管理業務委託、検針業務委託、水質検査業務委託 

施 設 統 合  事業認可を受けて以来、水源の増設のため、日野町内に点在していました

簡易水道事業を統合しました。また、更に安定的な水源確保のため、滋賀県企

業庁より琵琶湖水の受水に切り替えたことにより既存の簡易水道施設（平子・

熊野簡易水道事業のみ継続）を廃止しました。 

 

（３）経営比較分析表を活用した現状分析 

以下は、本年度に策定・公表した平成３０年度決算「経営比較分析表」のデータを掲載していま

す。 

経営比較分析表は、経年比率や類似団体との比較等、複数の指標を組み合わせた分析を行うこと

で、今後の経営方針等を検討するものです。 

なお、各グラフに表示している類似団体は、給水人口１．５万人以上３．０万人未満で法適用の

上水道事業の数値となります。（区分 A6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 経営の健全性・効率性
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①経常収支比率(％)
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当該値 87.99 90.20 87.87 86.96 85.25

平均値 83.00 82.89 82.66 82.04 81.90

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】

      

      

  

      

      

  

      

      

  

      

      

  

      

      

  

      

      

1. 経営の健全性・効率性

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

114.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 110.69 111.44 108.79 111.59 113.00

平均値 110.01 111.21 111.71 110.05 108.87

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 12.56 3.05 0.00 0.00

平均値 2.80 1.93 1.72 2.64 3.16

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 656.11 1,008.40 1,129.88 811.81 467.32

平均値 381.53 391.54 384.34 359.47 369.69

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 176.85 166.55 154.92 143.89 134.10

平均値 393.27 386.97 380.58 401.79 402.99

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 108.01 108.48 105.76 109.00 110.72

平均値 100.47 101.72 102.38 100.12 98.66

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 210.13 209.89 215.28 209.43 206.78

平均値 169.82 168.20 168.67 174.97 178.59

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 48.54 47.42 49.65 50.71 51.63

平均値 55.13 54.77 54.92 55.63 55.03

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 87.99 90.20 87.87 86.96 85.25

平均値 83.00 82.89 82.66 82.04 81.90

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】

経常損益 

単年度収支を示す「①経常収支比

率」については、水道使用料金や県水

受水費の改定によって、平成 22年度

以降プラス（100％以上）に転じ、類

似団体平均値と比較しても差異のない

状態となりました。 

累積欠損 

経常収支比率の改善により累積欠損

は、平成２９年度以降なくなりまし

た。 

日野町数値 

     類似団体平均値 

【 】 全国平均値 
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支払能力 

「③流動比率」については、今後の

更新に向けて現金預金を蓄える時期で

あることから高い率を維持していま

す。債務の支払能力についても短期的

な問題は生じていません。 

債務残高 

企業債残高の規模を表す「④企業債

残高対給水収益比率」については、新

たな起債を発行せずに事業を実施し、

繰上償還等も行ってきたことから、類

似団体より低い水準を保つことができ

ています。 

料金水準の適切性 

料金水準の適切性を表す「⑤料金回

収率」については、受水費の改定等で

平成 23年度以降で 100％を上回り、

内部留保や基準外の繰入に頼らず給水

収益のみで賄うことができるようにな

りました。 
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1. 経営の健全性・効率性
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費用の効率性 

費用の効率性を示す「⑥給水原価」

は、ほぼ一定で推移しているものの、

地形的要因により多くの施設を有して

いること及び全て県水受水で賄ってい

ることから、類似団体と比較すると高

額となっています。 

施設の効率性 

施設の効率性を判断する「⑦施設利

用率」については、類似団体と比較し

て低い数値となっていますが、災害時

の水量確保や、末端まで水を供給する

ための流量が確保できる管路口径等を

考慮すると、概ね適正規模であると判

断できます。 

供給した配水量の効率性 

「⑧有収率」については、類似団体

と比較して高い数値を示しているた

め、概ね適正に管理できていると判断

できます。しかし、年々率が下がって

きていることから、料金徴収や漏水修

繕等今後注視が必要です。 
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第２章 将来の事業環境 

 

（１）給水人口の予測 

下表は、日野町水道事業決算書を参考に、水道事業の給水人口を予測したもので、継続的に給水

人口が減少していくものと予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）水需要の予測 

下表は、第 2 次日野町水道ビジョンを参考に、今後１０年間の有収水量を予測したものです。今

後、給水人口の減少が見込まれますが、工場の進出が期待でき全体的に有収水量は増加すると見込

まれます。しかし、その後は微減すると予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

給水人口 20,873 20,817 20,843 20,739 20,559 20,847 21,002 21,025 20,947 20,699 20,584 20,438
 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

給水人口 20,315 20,257 20,165 20,118 20,068 20,017 19,962 19,906 19,852 19,796 19,738 19,684
 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

有収水量 6,335 6,566 6,363 6,271 6,253 6,186 6,251 6,325 6,108 6,116 6,238 6,306
 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

有収水量 6,294 6,260 6,239 6,565 6,553 6,541 6,528 6,515 6,502 6,489 6,475 6,463
 

単位：人
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年度 
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（３）料金収入の見通し 

下表は、平成３０年度に策定した日野町水道事業基本計画を参考に、今後１０年間の料金収入を予

測したものです。大きく変動した要因は、平成 18 年度、19年度の段階的改定による増額、また平成

25年度の基本料金の 20%減額であり、今後は、令和 3年度に工業団地増設による料金収入増を見込

んでいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（４）施設の見通し 

   当町の水道施設の多くは、昭和５０年以降に急速に整備され、その中には建設後４０年以上経過

する管路施設もあり、現在更新工事を実施しています。管路については、老朽化の進行による漏水

事故が頻繁に発生しており、今後計画的な更新が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   上記表から、２５年後に更新需要額のピークがきます。このピーク時の５年間で約２５億円、単

年度で５億円の更新費用が必要と想定されます。費用負担の軽減を図るため、更新工事等を平準化

し、毎年３億円程度の更新工事を行う必要があります。 

 

（５）組織の見通し 

日野町は、『日野町上水道事業』、『平子・熊野簡易水道事業』、『甲賀市水道事業』の３つの給水区

域にわかれています。『日野町上水道事業』と『平子・熊野簡易水道事業』を日野町で管理していま

すが、令和元年度の水道事業担当職員は、５名（うち課長、課長補佐は下水道兼務）となっていま

す。現在、水道技術職職員は１名であり、今後の施設更新需要が増加していくことから、職員の更

なる技術力の向上や継承が重要となるため、技術職員の増員が必要と考えます。 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

料金収入 519,956 567,480 571,665 570,066 570,219 563,615 565,295 525,599 505,978 509,669 518,430 525,438
 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

料金収入 525,966 522,400 518,600 549,061 548,148 547,006 545,865 544,952 543,810 542,669 541,527 540,524
 

単位：千円
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2053～

2057

2058～

2062

2063～
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需要額 1,019 1,809 1,065 1,265 1,830 2,567 1,817 1,453 1,040 1,374
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第３章 経営の基本方針 

 

（１）事業概要 

 昭和３３年３月に創設認可を受けて以来、昭和３５年度に水源位置の変更、昭和３６年度に給水

区域の拡張、昭和４２，４３年度に水源の増設、昭和５４年度には日野町第１、第２、鎌掛、綿向、

西明寺の５簡易水道事業を統合して水源の増設を行いましたが、安定した水源を得ることができま

せんでした。 

 このような状況の中、琵琶湖総合開発事業の一環として滋賀県企業庁によって水道用水供給事業

が開始されたことから、安定した水源の確保と水需要の増大に対応するために、昭和６３年２月の

第３次拡張事業の変更認可において、滋賀県企業庁の湖南水道用水供給事業からの受水に切り替え

て水源の統廃合を実施しました。 

 その後、平成７年３月にも給水区域の拡張による事業変更認可を受けたほか、平成２０年代から

は日野町上水道第４次拡張（三団地）事業基本計画に基づき、専用水道であった三団地（五月台、

椿野台、青葉台）に、上水道事業から給水するための施設整備を行い、平成２６年度には、全区域

に給水を開始し現在に至っています。 

 

（２）経営理念、基本方針等 

    

 【安心安全な水道 未来につなぐ 快適な暮らし】 

 

日野町水道事業は、上記理念のもと、施設の老朽化や人口減少の進行といった課題と向き合い、快

適で住みよいまちの生活環境を守り、地域の資産である水道を未来へつなぐため、「安全」「強靭」「持

続」を基本方針としています。 

 

① 安全   水質基準に適合した安全な水の供給を維持します。 

     わかりやすい情報発信を心掛け、水道事業への理解と信頼性向上に取り組みます。 

 

② 強靭   災害への備えのため、重要施設、重要管路を選定し優先的に耐震化を進めます。 

     大規模災害を想定した防災訓練を行うとともに、危機管理体制の充実を図ります。 

 

③ 持続   水道資産の計画的な更新と長寿命化を図り、次世代に健全な水道事業を継承します。 

     職員の技能向上のための研修や知識の教授等、水道技術の継承に努めます。 

     人口や収益減少に対処し次世代に継承するため、経営基盤の強化に取り組みます。 

      

将来の管路更新等については、単年度に更新費用が集中することがないよう、平準化に取り組みま

す。現在も検針等の外部委託については、簡易水道事業とあわせて発注することでスケールメリット

による単価抑制を図っていますが、その他の委託が必要と判断した場合については、住民サービスの

低下につながらない等検討をしていきます。 

給水人口は減少傾向にありますが、工場用の有収水量が増加すると見込み、水需要は一時的に増加

しますが、その後減少すると予測できます。また、料金収入についても工業団地増設により一時的に

増加しますが、以降徐々に減収していくことが予測されます。今後も、安全で安心な水道水供給を継

続していくため、効率化や料金水準等を検討した上で、財政計画を策定し、計画的な維持管理及び経

営改善に取り組みます。 

また、簡易水道事業との経営統合については、総務省通達により令和５年度までに実施する予定で

検討しています。 
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第４章 投資・財政計画 

（１）投資・財政計画（収支計画） 
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（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当っての説明 

 

①  収支計画のうち投資についての説明 

 

目 標 
水道水の安定供給を図るため、第２次日野町水道ビジョンに基づき、計画的な

施設・管路の更新を図ります。 

    耐用年数を迎える管路に対し、計画期間内において毎年更新工事を行っていきます。特に、重

要給水施設（避難施設や医療機関等）へ流入する管路について、優先的に更新していきます。 

 

 

②  収支計画のうち財源についての説明 

 

目 標 
施設の更新に備えるため、現金預金の確保と内部留保資金の水準維持に努めま

す。 

現時点では、収益的収支決算では、５～７千万円ほどの経常利益が確保されており、また、内

部留保資金も確保できていることから、健全な経営状態にあるといえます。しかし、今後は人口

減少による水道料金収入の減少、施設更新費用の増大が予測されることから、企業債の活用や新

たな国庫補助金等の特定財源の確保に努めていきたいと考えます。 

また、給水収益確保のため、債権管理の徹底や、料金未払い者への対策強化による料金収入確

保に努めるとともに、歳出の徹底した抑制を図っていきます。 

 

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

施設整備のための投資以外の経費は、職員人件費や動力費、支払利息等固定的な費用が大半を

占めており、削減は難しいと考えます。特に、支出の約半分を占める県水受水費について、滋賀

県企業庁に料金引き下げ等を働きかけるとともに、漏水調査および修理等を適正に行っていきま

す。 

 

 

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

 

① 投資についての検討状況等 
 

民間の資金・ノウハウ等の活

用（PFI・DBO の導入等） 

施設の維持管理や検針業務については民間委託しておりま

す。料金徴収についての包括委託や、安心安全な水道水の観点

から PFI、DBO 等の民営化は現在考えておりません。 

施設・設備の廃止・統合 

（ダウンサイジング） 

今後、給水人口や有収水量の減少が見込まれる中、多額の費

用負担を防ぐため、また、適正な施設稼働率にするため、更新

時期に合わせた統廃合やダウンサイジングを図っていきます。 

施設・設備の合理化 

（スペックダウン） 

今後、給水人口や有収水量の減少が見込まれる中、多額の費

用負担を防ぐため、配水ポンプ等適正な性能の機器に変更する

など、スペックダウンを図っていきます。 

施設・設備の長寿命化等の 

投資の平準化 

配水施設や管路等、今後一時に集中して耐用年数を迎え、多

額の更新費用が発生するため、更新時期の前倒しを行うなど、

費用の平準化を図っていきます。 

 

広域化 

滋賀県主催の「滋賀県水道事業の広域連携に関する協議会」

へ参加し、意見交換等を交わしながら、出来ることについて協

力するとともに、他市町の動向等を注視していきます。 

 

その他の取組 

 

特にありません。 
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② 財源についての検討状況等 
 

 

料金 

水道料金収入額に対し１０％以上の経常利益を上げており、

料金体系については適正と考えております。今後、施設の更新

に多額の費用を要することから、預金残高や経常利益、内部留

保資金の額の注視に努めます。 

 

企業債 

平成２６年度許可の企業債を借り入れて以来今日まで企業

債は借りていませんが、今後資金運営状況を見極めながら企業

債の借り入れの検討を行います。 

繰入金 
一般会計の繰り出し基準内に該当する消火栓維持管理分お

よび出資債を繰り入れています。今後もその方針とします。 

資産の有効活用等による収入

増加の取組 

旧簡易水道施設等が建ってある土地等の遊休資産について、

収入増加のため、売却や貸付等の検討を行います。 

 

その他の取組 

 

 

債権整理については、積極的に徴収等に努めます。 

 

③ 投資以外の経費についての検討状況等 
 

委託料 
施設の維持管理や検針業務の委託は継続しますが、委託料引

上げ等の抑制に努めます。 

修繕費 
施設機器等の突発的に発生する経費であるため、計画的な機

器更新を行うなど、修繕費の抑制に努めます。 

動力費 
ダウンサイジングやスペックダウンにより経費の削減に努

めます。 

職員給与費 
夜間漏水等突発的な勤務を除いては、極力執務時間中の業務

に留め、時間外手当の支出抑制に努めます。 

その他の取組 
職員一人一人が、経費削減意識を持ち適正な事業運営を行う

よう心掛けます。 

 

 

 

第５章 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

 

本経営戦略は、令和２年度から令和１１年度までの 

１０年間の計画としています。施設の整備更新計画の 

進捗状況や経営状況などを毎年度精査・検証し、必要 

であれば適宜見直すことで、より実効性のある事業推 

進に努めます。 

 

 

 


